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診療科の概説・特徴 診療科研修の特徴

泌尿器科は外科学の一分野を担っているが、扱う臓器・疾患の範囲は広い。当科に

おける特色をなす分野としては、泌尿器腫瘍学、神経泌尿器科学、腎移植学、泌尿器内

視鏡外科学等があげられるが、これらの分野では新潟県内でのリーダー的役割を果たす

だけではなく、対外的にも評価されていると自負している。特に腎移植についてはわが

国で初めて腎移植を行った歴史があり、現在も積極的に移植再生医療を進めており、

その症例数も飛躍的に増加している。

腫瘍学の分野では、特に腎癌においては世界的な開発治験に参加するなど、本領域

における先進的医療の牽引役を担っている。

内視鏡外科学においては、腹腔鏡下副腎摘除術を世界で初めて行って以来、低侵襲

の治療として腹腔鏡手術を積極的に行っている。また、平成26年2 月より、ロボット

(da Vinci)支援下での前立腺癌全摘除手術を開始し、28年11月にはロボット支援下での

腎部分切除術を開始した。

当科では4～5人の医師で構成される主治医グループの一員となり研修を行う。担当

患者は偏りがないように受け持たされ、泌尿器科で扱う主要疾患の診療が理解できる

ように主治医グループから指導を受ける。これにより腎移植、泌尿器科腫瘍疾患、小

児泌尿器疾患等の診療の一般的な流れについて把握することになる。研修期間によっ

ては、様々な腹腔鏡手術を参加する。献腎移植等の緊急手術に立ち会うなどの当科研

修ならではの経験ができることもある。週２日（火・木）は外来での研修が主とな

り、泌尿器科外来で一般的に行われる処置・検査を研修する。月・水・金曜日の週3日

が当科の手術日であり、症例にもよるが、原則として担当医の一人として手術に立ち会

い、泌尿器外科医としての基本研修を積む。術前術後の症例検討会が毎週木曜の夕方に

行われる。各症例の治療方針について主治医グループの分け隔てなく検討・討論さ

れ、研修医も参加することになる。

♢♢学会認定専門医数♢♢

泌尿器科専門医19人、日本泌尿器内視鏡学会泌尿器腹腔鏡技術認定医10人、日本内視鏡学会外科学会技術認定医8人、日本がん治療認定医4人、日本癌治療学会臨床試験登録

医1人、日本臨床腎移植学会腎移植認定医3人、日本移植学会移植認定医3人、日本排尿機能学会排尿機能専門医2人、日本小児泌尿器科学会認定医2人、da　Vinciサージカル

システムパイロット（手術医）7人

♢♢学会認定指導医数♢♢

日本泌尿器学会指導医14人、日本泌尿器学会・日本泌尿器内視鏡学会・泌尿器ロボット支援手術プロクター3人


